
古河市ＳＤＧｓパートナー宣言書 

団体名・企業名  株式会社　豊 
発達支援・放課後等デイサービス　 
　　　　　「クレヨン」 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　            代表者職・氏名　宇都木祐也 

　次のとおり古河市とともに持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の達成に貢献すること
を宣言します 

１：目指しているSDGsのゴール（または今後目指すゴール）【複数選択可】 

２：SDGｓへの貢献に向けた組織を代表するビジョン・団体の方針 

３：SDGsへの貢献や、持続可能な都市の実現に向けて行っていること 

※該当するゴー
ルに○を記入 
してください

株式会社豊の会社理念や取り組んでいる様々な活動、そして目指している会社のグランド
デザインがSDGsの理念と多く共通しています。これからも”誰ひとり取り残さない”地域
共生社会の実現に向けて、社員一人一人が”自分ごと”として、主体的にSDGsを推進し、
活動に取り組んでいきます。 
【計画】2030年に向けて「多様性と包摂性のある福祉・教育の実現プロジェクト」 
【基本方針】地域に愛され、利用者さんと一生お付き合いできる関係作りを目指し、社員全
員が成長を続け、会社に関わる全ての人がつながり、幸福度の高い会社を目指す

児童発達支援・放課後等デイサービス等の福祉事業 
全ての子ども達の”豊かな今と未来”の丁寧な支援 

子ども達の”やりたい”を組み合わせた様々な支援プログラムで、楽しく学べる環境整備 
子ども達が暮らしの中でSDGsを自然に学び、理解を深めることのできる環境構成と配慮

社員一人一人が持つ個性と様々な経験値、得意を生かしたリーダーシップを自由に発揮し活躍
できる。また”学ぶ場”が整っていて、知識や技術の向上が目指せる。資格取得の支援 



古河市や他の団体と連携可能な項目【複数選択可】 

SDGsに関する取組を表す写真等の画像データ 

※該当するものにチェックをしてください。 
☐ボランティア　　　　　 ☐ 研修会・講演会の実施 
☐ 知識・技術の提供　　　☐ 実証事業の実施 
☐ イベント開催　　　　　☐ 寄付金・商品等の提供 
☐ その他（研究発表、事例報告、新しい事業の創造　　　　　　　　　　　　　　　）

事業所内にSDGsのアイコンをつけて、子ども達が自然とSDGsに興味・関心が持てるように環境構
成をしています。

絵本棚 電気コンセント 流し台

ゴミ手洗い場

2030年に向けて「多様性と包摂性
のある福祉・教育の実現プロジェ
クト」を計画しています。 
自分たちにできることを考えて、
どんどん行動（実践）していきた
いと思います。 


